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「未来を生きる君たちへ伝えたいこと」 

 

 

平塚市 平和月間 平成２４年７月９日（月）～８月１５日（水） 

特集展示 

目録 平成２４年（２０１２年）版 
 



 

平塚市の平和月間にちなみ、平塚市図書館では毎年、平和や戦争をテーマと

した特集展示を行っています。また、図書館にある平和や戦争に関する図書を

紹介する目録を作成しています。 

平成２４年度は、「未来を生きる君たちへ伝えたいこと」をテーマに、図書を

紹介しています。戦争を体験した方々が語る体験談、戦争の悲惨さ、平和の大

切さは、次の世代に引き継がれるべき貴重なものです。 

この目録が、戦争や平和について学ぶきっかけとなれば幸いです。 
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※紹介されている本の所蔵場所などのデータは、平成 24年 6月現在のものです。 
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特集「未来を生きる君たちへ伝えたいこと」 一般向けの本 

 

 

著者 出版社 出版年 所蔵場所 

 平塚市中央公民館 ２０１２年 中央館 ３階参考室 HB0 

 

本書は、かつての平塚の庶民の歴史について、人の語りを聞いて、書いて、まとめる

「聞き書き」という方法で記しています。著者は、平塚市中央公民館の聞き書き講座

の受講生ら１０人です。著者らの取材により明らかになる、当時を生き抜いた

人々の暮らしや戦時中の体験。平塚空襲や食糧難などの苦しい時代を経て、平

塚の歴史を支えた人々の姿を垣間見ることができます。 

 

 

著者 出版社 出版年 所蔵場所 

朝日新聞社 

 

 

朝日新聞社 ２０１０年 中央館 ２階貸出室 

９１６ 

 

朝日新聞「声」欄の特集「語り継ぐ戦争」に寄せられた、数々の戦争体験。 

「今しか伝えられないから…」と語られることのなかった体験や被害の様子を

未来の世代のために語り継ぎます。紙面に掲載された投稿を中心に「戦場」や

「空襲」「疎開」といったテーマ別に掲載。戦場の惨禍を生き抜いた人たちから

今を生きる私たちへのメッセージがこの本にはあります。 

 

聞き書き集 平塚ものがたり 

平塚市中央公民館平成２３年度後期市民アカデミー「思い出の話、昔

の話を聞いて、書いて、まとめてみよう」地域人物史・聞き書き編 

戦争体験―朝日新聞への手紙― 
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著者 出版社 出版年 所蔵場所 

高瀬 毅 

 

 

平凡社 ２００９年 中央館  ２階貸出室 

２１９．３ 

南館 一般２１９．３ 

 

 広島には原爆ドームがあるのに、長崎の浦上天主堂の廃墟は残されていない。 

長崎市の原爆資料保存委員会は、原爆によって廃墟となってしまった浦上天主

堂の歴史を後世に伝えるために残すべきであると結論付けていた。また、市長

も保存に向けての方策を支持していた形跡もあったのだが、あるとき「保存」

から「撤去」へと１８０度転換する。 

 長崎と米国のセントポール市との姉妹都市提携のための渡米からの帰国後に

方針が変わったというのだ・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナガサキ 

消えたもう一つの「原爆ドーム」 
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著者 出版社 出版年 所蔵場所 

いのうえ  

せつこ 

新評論 １９９８年 中央館 ３階参考室 

    ＫＨ２１３ 

 

 皆さんは、「女子挺身隊」という言葉をご存じですか？ 

 「女子挺身隊」とは、終戦を間近に控えた昭和１８（１９４３）年末から始

まった女子の勤労動員で、１４歳から２５歳まで（後に４０歳まで）の「未婚」

で、「在学していない」「軍需工場などへ働きに行っていない」女性たちが対象

でした。動員先は全国に及び、第二海軍火薬廠のあった平塚にも、地元だけで

なく新潟や山梨から召集された方々がいたそうです。 

青春時代を軍事施設で過ごした多くの女性たち。その実態を語ってほしいと

いう著者の、強い思いから生まれた一冊です。 

 

 

 

著者 出版社 出版年 所蔵場所 

梯久美子 

 

 

 

角川書店 ２０１１年 中央館 ２階貸出室 

 ９１６ 

 

作家・角野栄子氏、俳優・児玉清氏、映画監督・山田洋次氏など、１０名の著

名人が、少年少女時代に体験した「昭和二十年」を語ります。それぞれ置かれ

た状況は異なりますが、戦中・戦後の過酷な状況を必死に生き抜いてきた様子

が感じられます。当時、子どもたちは戦場の現実を知らされることもなく、社

会に声をあげることもできません。しかし、戦争に熱狂する世間を驚くほど冷

静に見つめ、終戦の日を境に激変する時代を身体で感じ取っていました。 

  

 

女子挺身隊の記録 

昭和二十年夏、子供たちが見た日本 
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著者 出版社 出版年 所蔵場所 

栗原 俊雄 

 

 

 

岩波書店 ２０１１年 西館 一般２１０．７５  

 

 「シベリア抑留」とは何か、課題はまだまだ残されているが、戦後補償の観

点からは画期的な２０１０年に成立した「シベリア特措法」、６５年もの間翻弄

されてきた戦争の犠牲者たち、政治、行政、報道の姿勢など、今も続く戦争問

題について簡便に解りやすくまとめられた一冊です。 

 

 

 

 

著者 出版社 出版年 所蔵場所 

新藤兼人 

 

 

 

泰文堂 ２０１１年 北館 一般９１３．６ 

 

 本書は、新藤兼人監督の映画「一枚のハガキ」の脚本を元に小説化されたも

のです。あらすじは、次のとおりです。 

 太平洋戦争の末期に漁師の松山啓太に召集令状が届いた。「中年部隊」の百名 

の赴任先は、上官のクジ引きひとつで決められた。終戦を迎え、この部隊のう

ち９４名は、戦線に送られ戦死し、残った啓太を含む６名は、戦線に送られず

にすみ生き残った。戦死した戦友から託されたあるハガキを戦友の妻に渡しに

行く。孤独と絶望の淵にいた二人は、共に生きる道を選んで行く。 

 戦争にすべてを奪われた人間が絶望の中からたくましく生きていく姿が描か

れています。 

シベリア抑留は「過去」なのか 

一枚のハガキ 



平和の本 平成２４年（２０１２年）版 

- 5 - 

 

特集「未来を生きる君たちへ伝えたいこと」 児童向けの本 

 

 

著者 出版社 出版年 所蔵場所 

松浦 恵子 

 

 

日本文学館 ２０１２年 中央館 ３階参考室 

      ＫＨ９１３ 

中央館 ２階貸出室 

  ＫＹ９１３．６ 

南館 一般ＫＹ９１３．６ 

 

 昭和２０年７月１６日。平塚は空襲を受け、４４万本余の焼夷弾の雨は、逃

げ惑う人々を襲い、家々を焼き、街は一面焼け野原になってしまいました。 

そして平成２３年。小学６年生の綾夏は、公民館で平塚の空襲体験談を聞い

たことをきっかけに、平塚の歴史について調べ始めます。なぜ駅前にこんなに

広い大通りがあるのか、今では平塚の代名詞ともなっている七夕まつりに込め

られた願いとは… 

 本文中で綾夏が聞く体験談は、すべて実話だそうです。平塚で生まれ育った

人でも知らない話がたくさんあると思いますので、これを機に私たちの住む街

が経験してきたことを、ご家族で話し合ってみませんか。 

 

 

焼夷弾の雨が降った夜 
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著者 出版社 出版年 所蔵場所 

指田和（文）  

牧野鈴子（絵） 

 

文研出版 ２０１１年 西館 児童 絵本アーソ 

      Ｅ ウ  

南館 児童 えほん 

Ｅ ウ  

 原爆投下後のガレキのまちで拾われた一つの人形を、アメリカに住む女性が

大切に守ってくれていた…。 

 皆さんは、広島平和記念資料館を訪れたことがありますか？ 

資料館で実際に展示されていた小さな人形をきっかけに始まる小さな交流…。 

 この絵本には今を生きる私たちへの大切なメッセージがたくさん書かれてい

ます。 

 ―平和を築く為に今何が必要か―この絵本からのメッセージの意味を皆さん

も是非考えてみませんか？ 

 

 

著者 出版社 出版年 所蔵場所 

文 中川ひろたか 

絵 長谷川義史 

 

河出書房新社 ２０１１年 中央館  １階こども室 

えほん Ｅ ハ 

西館 児童 お話コーナー

Ｅ ハ  

南館 児童 えほん  

Ｅ ハ 

瀬戸内海は、その日もおだやかな海でした。 

母は、８月６日に広島に原爆が落とされた様子を詳しくは知らずに、兄を訪ね

て広島へ向かいました。しかし、降り立ったそこは一面焼け野原…。そこに兄

の姿はありませんでした。 

この絵本は、著者中川ひろたかさんが、広島の原爆で亡くなった伯父、被爆

者となった母の体験を子どもたちへ伝えたいという思いで作られた絵本です。

その事実をもとに、絵本作家の長谷川義史さんがシンプル、かつ迫力のある絵

で表現されています。 

海をわたったヒロシマの人形（えほんのもり） 

8 月 6 日のこと 
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著者 出版社 出版年 所蔵場所 

林 真理子 

 

 

 

ポプラ社 ２０１０年 中央館  １階こども室 

９１３ 

北館  児童 ９１３ 

西館  児童 ９１３ 

南館  児童 ９１３ 

 小学生の理沙と、６６年前の戦争中に生きていた雪子は、神社の柱の小さい

穴を通して交流するという不思議な体験をします。理沙は戦争中の食糧不足を

知り、穴を通して雪子にたくさんのお菓子を贈ります。そのうち、理沙の住む

地域でも空襲で大勢の人が死んだことを知り、理沙は雪子に逃げるように言い

ますが…。食べ物のなかった時代のことが伝わってきます。 

 

 

 

著者 出版社 出版年 所蔵場所 

窪島 誠一郎 

 

 

 

アリス館 ２０１０年 中央館  １階こども室 

７２０ 

北館  児童 ７２０ 

西館  児童 ７２０ 

南館  児童 ７２０ 

 「無言館」は、長野県上田市にある美術館です。ここには、太平洋戦争で戦

死した画学生たちの残した絵画や作品を収蔵、展示しています。 

 この本の作者の窪島誠一郎さんは、「無言館」の館主です。窪島さんが「無言

館」を設立するに至った思いを、子どもたちにもわかるような易しい文で綴っ

ています。 

『約束』というタイトルには、読者である子どもたちに「二度と戦争を起こ

さないこと」「生命あるすべてのものを大切にして生きてゆくこと」「画学生た

ちのように、心から愛するものをもつこと」を約束してほしい、といった窪島

さんの願いが込められています。 

秘密のスイーツ 

約束―「無言館」への坂をのぼって― 



戦争と平和に関する図書（一般）

（平成２３年６月１日～平成２４年５月３１日に図書館に入った本です）

館名 請求記号

中央館
２階社会
319.8 ﾂ M

北館
一般１３
319.8 ﾂ M

焦土の記憶－沖縄・広島・長崎に映る
戦後－

福間良明著 新曜社 2011 中央館
２階歴史
210.76 ﾌ M

地雷原の子どもたちと共に－カンボジ
ア地雷撤去キャンペーン活動の軌跡

大谷賢二著 海鳥社 2011 中央館
２階社会
319.8 ｵ M

中央館
２階社会
319.8 ｳ M

西館
２階５
319.8 ｳ M

歩いて見た太平洋戦争の島々（岩波
ジュニア新書　６５２）

安島太佳由
著　吉田裕監

岩波書店 2010 中央館
２階ＹＡ　YA
270 ｱ M

南館
１７～１８
G 395.39 ﾏ

西館
２階７
395.39 ﾏ M

海軍戦闘機列伝－私たちは名機をこ
うして設計開発運用した！－

横山保ほか
著

光人社 2012 中央館
２階産業
538.7 ﾖ M

南館
文学　918.6
ｱ M

中央館
２階全集
918.6 ｱ M

Ｃ級戦犯がスケッチした巣鴨プリズン
飛田時雄著
岡村青構成

草思社 2011 北館
一般３　916
ﾄ M

南館
一般地域
KY 210.75
ﾋ L

中央館
２階地域
KY 210.75
ﾋ L

北館
行政資料
213.7 ﾋ L

西館
２階１２　KY
210.75 ﾋ M

戦中用語集（岩波新書　黄版　３１０） 三國一朗著 岩波書店 1985 南館
１７～１８
G 210.75 ﾐ
N

「中国残留婦人」を知っていますか（岩
波ジュニア新書　６９１）

東志津著 岩波書店 2011 中央館
２階ＹＡ　YA
369 ﾁ M

日露戦争の裏側“第二の開国”－日本
列島に上陸したロシア軍捕虜七万人

大熊秀治著 彩流社 2011 中央館
２階歴史
210.67 ｵ M

日本海軍はなぜ過ったか－海軍反省
会四〇〇時間の証言より－

澤地久枝著
半藤一利著
戸高一成著

岩波書店 2011 中央館
２階社会
397.21 ｻ M

市民が探る平塚空襲－ー６５年目の
検証ー－

平塚の空襲と
戦災を記録す
る会／編

平塚市博
物館

2010

コレクション戦争と文学　１３　死者た
ちの語り－冥－

浅田次郎編
集委員　奥泉
光編集委員
川村湊編集
委員　高橋敏
夫編集委員
成田龍一編
集

集英社 2011

核廃絶へのメッセージ－被爆地の一
角から－（平和文庫）

土山秀夫著
日本ブック
エース

2011

非核兵器地帯－核なき世界への道筋
－

梅林宏道著 岩波書店 2011

戦争と平和に関する新しい本（一般）

タ イ ト ル 著 者 表 示 出 版 者 出版年
所蔵情報

沖縄と米軍基地（角川ｏｎｅテーマ２１
Ａ－１４０）

前泊博盛
〔著〕

角川書店 2011

－8－
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館名 請求記号
タ イ ト ル 著 者 表 示 出 版 者 出版年

所蔵情報

南館
ハードカバ
913.6 ｵｵ M

中央館
２階文学
913.6 ｵｵ M

満州奇跡の脱出－１７０万同胞を救う
べく立ち上がった３人の男たち－（文
芸シリーズ）

ポール・邦
昭・マルヤマ
著　高作自子

柏艪舎 2011 中央館
２階社会
369.37 ﾏ M

面白くてよくわかる！太平洋戦争－日
本の安全保障史、外交史を知る大人
の教科書－

太平洋戦争
研究会監修

アスペクト 2011 北館
一般１３
210.75 ﾀ M

南館
一般１９
210.7 ｵ M

中央館
２コ１７７
210.7 ｵ F

南館
１７～１８
G 391.2 ﾄ

中央館
２階社会
391.2 ﾄ M

軍馬の戦争－戦場を駆けた日本軍馬
と兵士の物語－

土井全二郎
著

光人社 2012 中央館
２階社会
395.8 ﾄ N

南館
文学
911.36 ﾀ M

中央館
２階ＹＡ　YA
911.36 ﾀ M

コレクション戦争と文学　２　ベトナム
戦争－泥－

浅田次郎編
集委員　奥泉
光編集委員
川村湊編集
委員　高橋敏
夫編集委員
成田龍一編

集英社 2012 中央館
２階新着　Z
918.6 ｱ N

南館
文学　918.6
ｱ M

中央館
２階全集　Z
918.6 ｱ M

南館
文学　918.6
ｱ M

中央館
２階全集　Z
918.6 ｱ M

コレクション戦争と文学　６　日清日露
の戦争－攻－

浅田次郎編
集委員　奥泉
光編集委員
川村湊編集
委員　高橋敏
夫編集委員
成田龍一編

集英社 2011 中央館
２階全集　Z
918.6 ｱ M

コレクション戦争と文学　５　イマジ
ネーションの戦争－幻－

浅田次郎編
集委員　奥泉
光編集委員
川村湊編集
委員　高橋敏
夫編集委員
成田龍一編
集

集英社 2011

高校生のための昭和万葉俳句集－日
本国民の太平洋戦争「一億の慟哭」を
詠う－

瀧本博編著 新風書房 2011

コレクション戦争と文学　４　９・１１変
容する戦争－崩－

浅田次郎編
集委員　奥泉
光編集委員
川村湊編集
委員　高橋敏
夫編集委員
成田龍一編
集

集英社 2011

女たちの戦争責任
岡野幸江
（他）編

東京堂出
版

2004

海戦からみた太平洋戦争（角川ｏｎｅ
テーマ２１　Ｂ－１５１）

戸高一成
〔著〕

角川書店 2011

普天間よ 大城立裕著 新潮社 2011
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戦争と平和に関する図書（一般）

館名 請求記号
タ イ ト ル 著 者 表 示 出 版 者 出版年

所蔵情報

南館
文学　918.6
ｱ M

中央館
２階全集
918.6 ｱ M

南館
文学　918.6
ｱ M

中央館
２階全集　Z
918.6 ｱ M

南館
文学　918.6
ｱ M

中央館
２階文学
918.6 ｱ M

コレクション戦争と文学　１５　戦時下
の青春－炎－

浅田次郎編
集委員　奥泉
光編集委員
川村湊編集
委員　高橋敏
夫編集委員
成田龍一編

集英社 2012 中央館
２階文学
918.6 ｱ N

コレクション戦争と文学　１６　満洲の
光と影－儚－

浅田次郎編
集委員　奥泉
光編集委員
川村湊編集
委員　高橋敏
夫編集委員
成田龍一編

集英社 2012 中央館
２階全集　Z
918.6 ｱ M

コレクション戦争と文学　８　アジア太
平洋戦争－斃－

浅田次郎編
集委員　奥泉
光編集委員
川村湊編集
委員　高橋敏
夫編集委員
成田龍一編
集

集英社 2011

コレクション戦争と文学　１４　女性た
ちの戦争－命－

浅田次郎編
集委員　奥泉
光編集委員
川村湊編集
委員　高橋敏
夫編集委員
成田龍一編
集

集英社 2012

コレクション戦争と文学　７　日中戦争
－曠－

浅田次郎編
集委員　奥泉
光編集委員
川村湊編集
委員　高橋敏
夫編集委員
成田龍一編
集

集英社 2011
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戦争と平和に関する図書（一般）

館名 請求記号
タ イ ト ル 著 者 表 示 出 版 者 出版年

所蔵情報

南館
文学　918.6
ｱ M

中央館
２階全集　Z
918.6 ｱ M

コレクション戦争と文学　２０　オキナ
ワ終わらぬ戦争－闘－

浅田次郎編
集委員　奥泉
光編集委員
川村湊編集
委員　高橋敏
夫編集委員
成田龍一編
集

集英社 2012 中央館
２階新着　Z
918.6 ｱ N

作家と戦争－太平洋戦争７０年－（Ｋ
ＡＷＡＤＥ道の手帖）

河出書房
新社

2011 中央館
２階文学
910.26 ｻ M

シベリア抑留は「過去」なのか（岩波
ブックレット　Ｎｏ．８０４）

栗原俊雄著 岩波書店 2011 西館
２階４
210.75 ｸ M

南館
一般地域
KY 210.75
ﾋ L

中央館
２階地域
KY 210.75
ﾋ L

北館
行政資料
213.7 ﾋ L

西館
２階１２　KY
210.75 ﾋ M

写真の裏の真実－硫黄島の暗号兵サ
カイタイゾーの選択－

岸本達也著 幻戯書房 2011 西館
２階４
210.75 ｷ M

証言記録兵士たちの戦争　６
ＮＨＫ「戦争証
言」プロジェク
ト著

ＮＨＫ出版 2011 中央館
２階歴史
210.75 ﾆ M

昭和と日本人　失敗の本質（ＷＩＤＥ　Ｓ
ＨＩＮＳＨＯ　１４０）

半藤一利著 新講社 2011 南館
一般１９
210.75 ﾊ M

昭和二十年夏、子供たちが見た日本 梯久美子著 角川書店 2011 中央館
２階文学
916 ｶ M

中央館
２階社会
396.21 ｶ N

西館
２階７
396.21 ｶ M

南館
一般１９
221.07 ﾀ M

中央館
２階歴史
221.07 ﾀ M

西館
２階４
221.07 ﾀ M

昭和陸軍の軌跡－永田鉄山の構想と
その分岐－（中公新書　２１４４）

川田稔著
中央公論
新社

2011

図説朝鮮戦争（ふくろうの本） 田中恒夫著
河出書房
新社

2011

コレクション戦争と文学　１９　ヒロシ
マ・ナガサキ－閃－

浅田次郎編
集委員　奥泉
光編集委員
川村湊編集
委員　高橋敏
夫編集委員
成田龍一編
集

集英社 2011

市民が探る平塚空襲－ー６５年目の
検証ー－

平塚の空襲と
戦災を記録す
る会／編

平塚市博
物館

2010
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戦争と平和に関する図書（一般）

館名 請求記号
タ イ ト ル 著 者 表 示 出 版 者 出版年

所蔵情報

南館
一般１９
210.75 ﾋ M

中央館
２階歴史
210.75 ﾋ M

西館
２階４
210.75 ﾋ M

南館
１７～１８
209.74 ｸ M

中央館
２階歴史
209.74 ｸ L

太平洋戦争最後の証言　第２部　陸軍
玉砕編

門田隆将著 小学館 2011 中央館
２階社会
391.2 ｶ M

太平洋戦争最後の証言　第３部　大和
沈没編

門田隆将著 小学館 2012 中央館
２階社会
391.2 ｶ N

南館
一般１９
210.6 ﾀ M

中央館
２階歴史
210.6 ﾀ M

移動図
車内　一般
210 ﾀ M

南館
１７～１８
210.01 ﾆ M

中央館
２階歴史
210.01 ﾆ M

南京大虐殺否定論１３のウソ（ＫＡＳＨＩ
ＷＡ　ＣＬＡＳＳＩＣＳ）

南京事件調
査研究会編

柏書房 2012 西館
２階４
210.74 ﾅ N

日本海海戦の証言－聯合艦隊将兵が
見た日露艦隊決戦－

戸高一成編 光人社 2012 中央館
２階社会
391.2 ﾄ M

南館
一般１３
397.21 ﾆ M

中央館
２階社会
397.21 ﾆ M

日本の原爆－その開発と挫折の道程
－

保阪正康著 新潮社 2012 中央館
２階新着
559.7 ﾎ N

敗戦三十三回忌－予科練の過去を歩
く－

宮田昇〔著〕 みすず書房 2011 中央館
２階文学
916 ﾐ M

南館
ハードカバ
913.6 ﾊﾊ M

中央館
２階文学
913.6 ﾊﾊ M

北館
一般１～２
913.6 ﾊﾊ M

西館
２階１８
913.6 ﾊﾊ M

移動図
車内　一般
913.6 ﾊﾊ M

はじめてのノモンハン事件（ＰＨＰ新書
７７６）

森山康平著
ＰＨＰ研究
所

2012 中央館
２階歴史
210.7 ﾓ M

ハロランの東京大空襲－Ｂ２９捕虜の
消せない記憶－

早乙女勝元
著

新日本出
版社

2012 中央館
２階歴史
210.75 ｻ M

ビジュアル人物で読む太平洋戦争－
歴史を変えた指導者たちの作戦と決

太平洋戦争
研究会著

世界文化
社

2011 中央館
２階歴史
210.75 ﾀ M

日本海軍４００時間の証言－軍令部・
参謀たちが語った敗戦－

ＮＨＫスペシャ
ル取材班著

新潮社 2011

蠅の帝国－軍医たちの黙示録－ 帚木蓬生著 新潮社 2011

誰もが書かなかった日本の戦争－日
清・日露・太平洋戦争を知らない子供
と大人のために－

田原総一朗
著

ポプラ社 2011

天皇と原爆 西尾幹二著 新潮社 2012

図説日米開戦への道（ふくろうの本）
平塚敏克著
太平洋戦争
研究会編

河出書房
新社

2011

総図解よくわかる第二次世界大戦
倉山満著　鍛
冶俊樹著

新人物往
来社

2011
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戦争と平和に関する図書（一般）

館名 請求記号
タ イ ト ル 著 者 表 示 出 版 者 出版年

所蔵情報

南館
一般１３
319.8 ｱ M

中央館
２階社会
319.8 ｱ M

北館
一般１３
319.8 ｱ M

ヒロシマ・ナガサキからフクシマへ－
「核」時代を考える－

黒古一夫編
林京子〔ほか
著〕

勉誠出版 2011 中央館
２階社会
319.8 ｸ M

南館
ハードカバ
913.6 ﾊﾊ M

中央館
２階文学
913.6 ﾊﾊ M

北館
一般１～２
913.6 ﾊﾊ M

西館
２階１８
913.6 ﾊﾊ M

移動図
車内　一般
913.6 ﾊﾊ M

南館
一般地域
KY 398.3 ﾎ
L

中央館
２階地域
398.3 ﾎ L

西館
２階１２　KY
398.3 ﾎ M

本土決戦の虚像と実像－一度は訪ね
てみたい戦争遺跡－

山田朗監修
日吉台地下
壕保存の会

高文研 2011 南館
一般１９
210.75 ﾔ M

山本五十六と海軍航空－海軍機関大
佐の回想とアルバムから－

本多伊吉著
大日本絵
画

2012 中央館
２階伝記
289.1 ﾔ M

南館
一般１３
395 ﾜ M

中央館
２階社会
395 ﾜ M

南館
一般１９
210.75 ﾊ M

中央館
２階歴史
210.75 ﾊ M

北館
一般１３
210.75 ﾊ M

移動図
車内　一般
210 ﾊ M

南館
一般１３
319.8 ﾆ M

中央館
２階社会
319.8 ﾆ M

南館
一般１９
210.75 ﾌ M

移動図
ＢＭ庫一般
210 ﾌ M

原爆は日本人には使っていいな 岡井敏著
早稲田出
版

2010 南館
一般１９
210.75 ｵ M

聯合艦隊司令長官山本五十六 半藤一利著 文藝春秋 2011

“核”を求めた日本－被爆国の知られ
ざる真実－

「ＮＨＫスペ
シャル」取材
班著

光文社 2012

炎の証言　第１３号
平塚の空襲と
戦災を記録す
る会／編

平塚市博
物館

2010

陸軍登戸研究所と謀略戦－科学者た
ちの戦争－（歴史文化ライブラリー　３
３７）

渡辺賢二著
吉川弘文
館

2012

原爆投下は予告されていた－国民を
見殺しにした帝国陸海軍の「犯罪」－

古川愛哲著 講談社 2011

ヒロシマと広島 浅井基文著
かもがわ出
版

2011

蛍の航跡－軍医たちの黙示録－ 帚木蓬生著 新潮社 2011
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戦争と平和に関する図書（一般）

館名 請求記号
タ イ ト ル 著 者 表 示 出 版 者 出版年

所蔵情報

原発とヒロシマ－「原子力平和利用」
の真相－（岩波ブックレット　Ｎｏ．８１
９）

田中利幸著
ピーター・カズ
ニック著

岩波書店 2011 西館
２階９
539.09 ﾀ M

南館
一般１３
319.8 ｺ M

中央館
２階社会
319.8 ｺ M

移動図
ＢＭ庫一般
319 ｺ M

被ばくと補償－広島、長崎、そして福
島－（平凡社新書　６２０）

直野章子著 平凡社 2011 中央館
２階社会
319.8 ﾅ M

中央館
２階ＹＡ　YA
319 ﾀ M

西館
カウンタ前
YA 319 ﾋ M

放射線被曝と甲状腺がん－広島、チェ
ルノブイリ、セミパラチンスク　甲状腺
がん発生、甲状腺検診結果、福島原
発事故を含めて－

佐渡敏彦監
修　武市宣雄
著　星正治著
安井弥著

溪水社 2011 南館
一般１４
493.19 ｻ M

だから、言ったでしょっ！－核保有国
で原爆イベントを続けて－

米谷ふみ子
著

かもがわ出
版

2011

ヒロシマ、ナガサキ、フクシマ－原子力
を受け入れた日本－（ちくまプリマー新
書　１６５）

田口ランディ
著

筑摩書房 2011
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戦争と平和に関する図書（児童向け）

（平成２３年６月１日～平成２４年５月３１日に図書館に入った本です）

館名 請求記号

中央館
おすすめ
E ﾍ M

北館
カウンター
E ﾍ M

西館
お話コーナ
E ﾍ M

南館
新着図書
E ﾍ N

中央館
１階えほん
E ﾎ M

北館
児童しょこ
E S

西館
書庫児童１
E T

南館
書庫　児童
E W

西館
児童２～４
384 ｴ N

南館
児童２
384 ｴ M

語り伝えるアジア・太平洋戦争－ビ
ジュアルブック－第２巻　アジア・太
平洋戦争の開戦

吉田裕文・
監修

新日本出
版社

2012 西館
児１
210 ｶ M

語り伝えるアジア・太平洋戦争－ビ
ジュアルブック－第３巻　戦時下、
銃後の国民生活

吉田裕文・
監修

新日本出
版社

2012 西館
児１
210 ｶ M

語り伝えるアジア・太平洋戦争－ビ
ジュアルブック－第４巻　空襲、疎
開、日本の敗戦

吉田裕文・
監修

新日本出
版社

2012 西館
児１
210 ｶ N

中央館
１階１～７
319 ｾ M

西館
児２～４
319 ｾ M

中央館
おすすめ
210 ｾ N

南館
児童１
210 ｾ M

中央館
１階　書庫
E U

北館
児童えほん
E ﾁ M

西館
児９～１２
913 T

南館
書庫　児童
E W

中央館
１階えほん
E ﾁ M

北館
児童しょこ
E S

西館
お話コーナ
E ﾁ T

南館
書庫　児童
E W

戦争の時代の子どもたち－瀬田国
民学校五年智組の学級日誌より－
（岩波ジュニア新書　６６０）

吉村文成
著

岩波書店 2010

ちいちゃんのかげおくり（あかね創
作えほん　１１）

あまんきみ
こ著　上野
紀子画

あかね書房 1982

チロヌップのきつね
たかはしひ
ろゆき文・
絵

金の星社 1972

西館
児１
210 ｶ M

戦争と平和に関する新しい本（児童向け）

タ イ ト ル 著 者 表 示 出 版 者
所蔵情報

出版年

ぼうさまになったからす（新編・絵本
平和のために　２）

松谷みよ子
文　司修絵

偕成社 1990

吉田裕文・
監修

新日本出
版社

2011

絵本子どもたちの日本史　４　戦争
と子どものくらし

戦争を取材する－子どもたちは何
を体験したのか－（世の中への扉
平和）

山本美香
著

講談社 2011

石井勉絵 大月書店 2012

語り伝えるアジア・太平洋戦争－ビ
ジュアルブック－第１巻　開戦への
道のり

へいわってどんなこと？
（課題図書　２０１２年　１・２年生）
（日・中・韓平和絵本）

浜田桂子
作

童心社 2011
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戦争と平和に関する図書（児童向け）

館名 請求記号
タ イ ト ル 著 者 表 示 出 版 者

所蔵情報
出版年

中央館
１階えほん
E ﾊ M

西館
お話コーナ
E ﾊ M

南館
えほん
E ﾊ M

中央館
１階　文学
913 ﾊ M

北館
児童２～４
913 ﾊ M

西館
児９～１２
913 ﾊ M

南館
児童５～７
913 ﾊ M

中央館
カウンタ前
YA 319 ﾋ M

西館
２階ＹＡ　YA
319 ﾀ M

西館
絵本アーソ
E ｳ M

南館
えほん
E ｳ M

中央館
１階えほん
E ｶ J

北館
児童えほん
E ｶ S

西館
絵本アーソ
E ｶ T

南館
えほん
E W

中央館
１階　文学
916 ｺ L

西館
児９～１２
916 ｺ M

南館
児童５～７
916 ｺ L

１３歳からのテロ問題－リアルな
「正義論」の話－

加藤朗著 かもがわ出版 2011 西館
カウンタ前
YA 316 ｼ
M

中央館
１階えほん
E ｽ M

北館
児童しょこ
E S

西館
書庫児童１
E T

南館
書庫　児童
E W

北館
児童１～２
933 ﾊ M

西館
児１３１４
933 ﾊ M

南館
新着図書
933 ﾊ N

中央館
１階１～７
720 ﾔ L

北館
児童８　720
ﾔ L

西館
児５～６
720 ﾔ L

南館
児童４　720
ﾔ M

約束－「無言館」への坂をのぼって
－

窪島誠一
郎作　かせ
りょう絵

アリス館 2010

海をわたったヒロシマの人形（えほ
んのもり）

指田和文
牧野鈴子
絵

文研出版 2011

灰色の地平線のかなたに

ルータ・セ
ペティス作
野沢佳織
訳

岩波書店 2012

すみれ島（新編・絵本平和のために
６）

今西祐行
著　松永禎
郎画

偕成社 1991

金の星社 1970

８月６日のこと
中川ひろた
か文　長谷
川義史絵

氷の海を追ってきたクロ（戦争ノン
フィクション）

井上こみち
文　ミヤハ
ラヨウコ絵

学研教育
出版

2010

パンプキン！－模擬原爆の夏－
令丈ヒロ子
作　宮尾和
孝絵

講談社 2011

ヒロシマ、ナガサキ、フクシマ－原
子力を受け入れた日本－（ちくまプ
リマー新書　１６５）

田口ラン
ディ著

筑摩書房 2011

かわいそうなぞう（おはなしノンフィ
クション絵本）

土家由岐
雄著　武部
本一郎画

ハモニカ
ブックス

2011

－16－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               特集展示・平和の本 目録 平成 24年版 

                      平成 24年（2012年）７月発行 

                 編集 平塚市中央図書館 

                 発行 平塚市中央図書館 

                 〒254-0041 

                  神奈川県平塚市浅間町１２－４１ 

                  電話 0463-31-0415 

 

 

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

 

わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
平
塚
は
、
過
去
に
戦
災
を

被
り
市
域
の
多
く
を
焼
失
し
た
悲
し
い
歴
史
を
も
つ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
の
わ
た
く
し
た
ち
に
は
、
こ

う
し
た
惨
禍
を
く
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
平
和

を
守
り
次
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
現
在
地
球
上
に
は
、
数
多
く
の
核
兵
器

が
蓄
え
ら
れ
、
人
類
に
深
刻
な
脅
威
を
与
え
て
い
ま

す
。 世

界
の
平
和
と
安
全
は
、
す
べ
て
の
人
の
願
い
で

す
。
平
塚
市
は
、
「
国
際
平
和
の
年
」
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
美
し
い
地
球
と
輝
か
し
い
未
来
を
守
る
た

め
、
国
是
で
あ
る
非
核
三
原
則
の
順
守
と
あ
ら
ゆ
る

核
兵
器
の
廃
絶
を
願
い
、
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
」

を
宣
言
し
ま
す 

昭
和
六
十
年
十
二
月
二
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平 

塚 

市 


	①表紙と目次.pdf
	特集記事全体
	(一般)平和
	（児童）平和
	⑦最終

